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令和６年１０月１５日発行 

現在会員数 ２５５名 

男性 １３４名 

女性 １２１名 

 （R６．９．３０現在） 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ その他 

1）ボランティア活動について 

福祉関係団体への農作物の配付を決定 

2）配分金改定について 

７年度の見積りに反映されるよう改定作 

業を進めていることを説明 

3）歴史民俗資料館について 

リニューアルオープン後の管理運営体制 

について議会承認案件であることを説明 

4）会員向けアプリ利用研修について 

フリーランス新法と研修目的等を説明 

理事会開催報告 ９月２４日（火）午前１０時から、八丈町役場大会議室において「第４回

理事会」が開催されました。主な議題は次の通りです。 

１ 承認事項 

1）会員の入退会について 

入会 1名と退会２名について承認 

２ 報告事項 

1）令和６年７・８月の事業実績について 

公共・民間ともに対前年度比で増額の 

状況を報告 

2）安全管理委員会の報告について 

８月２１日開催の委員会で決定した安 

全就業標語、事故等について報告 

テーマ１「事故防止のための体力づくり」  テーマ２ 「安全就業」 
 
応募方法  標語・氏名を記入して事務局へご提出ください 

各テーマ１人何作品でもご応募ください（様式自由） 

事務局へご提出ください ＦＡＸの場合は 2-5355へ       

      未発表、他のコンクール等に出品していないものに限ります 
 
締  切  令和６年 1１月１５日（金） 
 
選  考  第３回安全管理委員会にて選考 

テーマごとに３作品を東京しごと財団へ推薦します 
 
７年度の統一標語としてポスターをはじめ安全就業の推進に活用されます。 

令和７年度 東京都シルバー人材センター連合 安 全 就 業 標 語 募 集 

手作り作品展について 
１０月２４日（木）9 時～17時・２５日（金）9時～12時 

八丈町役場 1階ギャラリーにて開催します。ぜひお立ち寄りください！ 
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 事故防止  
 
＜事故事例＞（公財）東京しごと財団 コラム～安全だより～令和６年９月より抜粋 

脚立やはしごを使用する作業には墜落・転落の危険が潜んでいます。 

「ちょっとだから」「そんなに高くないから」という作業こそ要注意。 

道具は正しく使いましょう。  
○剪定のためコンクリート上にブルーシートを敷き三脚を登ったところ、三脚

の足が滑りバランスを崩し転落、負傷 

滑り止めの確認不足、結束をしていなかった  
○三脚 8段中の上から 2段目に登り刈込作業中、三脚の足が開き落下し負傷 

   留め具が外れて倒れた  
○車庫屋根上の木を切る際、左ひじを置いた屋根が抜け落ちて落下、負傷 

   無理な体制をとらず、こまめに三脚を移動すべきだった  
○傾斜のある場所で三脚を使用中、バランスを崩して飛び降り負傷 

   三脚の固定をせず、手を伸ばして無理な体制で作業をしていた  
植木剪定作業は「三脚」「はしご」そして結束が基本です！ 

八丈町 SC 
安全就業標語 

 
仲間の輪 

ルールとマナー 
大切に 

 
無理しない 

自問自答の 
体調管理 

広報委員会開催報告 ９月２４日（火）午前９時２０分か

ら、八丈町役場大会議室において「第２回広報委員

会」が開催されました。主な議題は次の通りです。  

１ 広報・会報・チラシの配布について 

掲載記事について説明、会員向けアプリ利用研修の 

周知について協議 

２ 啓発用品の配布について 

今年度の配布先・数量について説明 

３ 作品展について 

  作品展受付の協力を委員に依頼 

４ その他 

・・ちょっと一息・・  １８歳と８１歳の違い  日本テレビ『笑点』の大喜利より 
  

心がもろいのが１８歳、骨がもろいのが８１歳 

偏差値が気になるのが１８歳、血糖値が気になるのが８１歳 

ドキドキが止まらないのが１８歳、動悸が止まらないのが８１歳 

恋で胸を詰まらせるのが１８歳、餅でのどを詰まらせるのが８１歳 
 
早く「二十歳」になりたいと思うのが１８歳、できることなら「二十
歳」に戻りたいと思うのが８１歳 
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資料館のお宝（８２） 
与謝野晶子と行く 昭和５年の八丈島 
 

「その子二十櫛に流るる黒髪のおごりの春の

うつくしきかな」 「清水
きよみず

へ祇園
ぎ お ん

をよぎる桜月夜こ

よひ逢ふ人みな美しき」 「金
こん

色
じき

の小さき鳥のか

たちして銀杏
いちよう

散るなり夕日の岡に」などで有名

な歌人与謝野
よ さ の

晶子
あ き こ

（１８７２～１９４２）は、昭和５

年（１９３０）８月八丈島を訪れた。 

昭和５６年（１９８１）刊行の全集に、「八丈島に遊

びて」と題して５０首が掲載されている。それらを

道しるべに、八丈島を歩いてみよう。 

第一次世界大戦（１９１４～１８）のあと、南洋諸

島が日本の委任統治領になって、人々の関心

が南国的な島の風土・風俗に向かった。八丈島

は、女護ヶ島、源為朝や流刑地だった過去に関

心が寄せられたようだが……。 

○女護の国 島の遺風のをかしきやあると船先
ま

づ笛吹きて問ふ 〈女護ヶ島伝説の八丈島。独

特の風習がまだ残っているのか、私の疑問を乗

せて船の汽笛が鳴りわたった。〉 

○八丈の神のみなとにゆふだちす 神の迎へ

の使いのやうに 〈船は神港沖に停泊、艀に乗

り換えて上陸するが、突然の夕立も島の神々の

迎えのようだ。〉 

○美しく解
と

き垂
た

れねども 何ごとか不思議を束
つい

ぬ島人の髪 〈特に美しく解きたらしているので

はないが、島の女たちの髪型は何か不思議な

気分を束
たば

ねている〉。 

○八丈の底土の浜に瓜
う り

食
は

みて 知りぬ配所
はいしよ

の

こころ安さも 〈底土の浜で島の瓜を食べてた。

そのそこはかとない味わいに、八丈島は流刑地

だが意外に心休まるところだということに気づい

た。〉 

○旅人よ 島の風土をことごとく ないぶかりそ

と鴬ぞ啼
な

く 〈八月だというのに聞こえる鴬のさえ

ずりが、まるで「旅人よ！島の風土を何でもそん

なに不思議がらないで。」とでもいうようだ。〉「な

……そ」は禁止を表わし「……するな」の意。折

りから、村々は盆踊りでにぎわっていた。独特の

歌や踊り、若い男女の振る舞いに目がとまる。 

○旅人のあだしなさけを歎く歌  

他の歌よりも数
かず

まさるしま 

〈島の民謡には旅人とのはかな 

い恋を嘆く歌が多い。〉 

○大賀郷の広場に据ゑて夕立を はやす太鼓

は女童
めならべ

ぞ打つ 〈大賀郷の広場のまん中には一 

台の太鼓が据えられ、折からの夕立に負けじと

元気に太鼓を打っているのは、何と若い娘だ。〉 

○今日ののち 島の少女に属したるものと恋を

ば見なしぬべかり 〈情熱的な太鼓を披露する

娘、もう恋する年頃なんだなあ…〉 

○保元に島の王をば見し以来 得しはさびしき

五百の流人 〈保元年間に為朝を支配者と仰い

で以来、見てきたのは多くの流人だったとは寂

しいこと。〉 

○さばかりの八丈実記 終りまで 島にて書ける

ことも悲しき 〈全３６巻もの『八丈実記』を、最後

までこの島で書いたとは……何と悲しいこと。〉 

○八丈の島にをはりて ふるさとを 見ざりし人

の塚石の苔
こけ

 〈この島に送られ、帰郷の夢叶わ

ず果てた人の墓石が苔むしているのを見ると、

胸が痛む。〉 

○今いく日
か

船をとめよと島人の 云
い

はば帰らん

ものならなくに 〈あと何日か船を止めてくれと島

人が言うのなら、それでも帰ろうというわけでは

ないのだが…。〉 

○つややけく八丈の気に濡
ぬ

れし月 恋のしるし

のここちこそすれ 〈八丈島のしっとりと濡れた空

気を透かして見る月は、この島に恋してしまった

私の心そのものだ。〉 

○さばかりに島の縁をば断つやうに わが船の

笛鳴らであれかし 〈これほど八丈島が私の心を

とらえるとは思わなかった。船の汽笛よ。どうか、

そんな私の島への思いを断ち切るようには鳴ら

ないでほしい。〉 

八丈の自然・歴史・風俗ヘの思いを美しく詠

った晶子だったが、今は思い出すよすがもない

のはさびしいことだ。 八丈島歴史民俗資料館 

  伊藤 宏 
 

はたち なげ 
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配 分 金 材 料 費 事 務 費 計
公 共 41 1,573 9,194,513 389,063 801,372 10,384,948
民 間 16 93 452,539 7,860 40,985 501,384
計 57 1,666 9,647,052 396,923 842,357 10,886,332

公 共 253 9,581 56,920,520 2,613,125 5,047,639 64,581,284
民 間 135 884 4,398,088 179,743 418,378 4,996,209
計 388 10,465 61,318,608 2,792,868 5,466,017 69,577,493

9
月

累

計

令和６年度事業実績

月 区分
受  託
件  数

就業延
日人員

契 約 金 額

 

    ９月末会員数 ２５５名  就業実人員 １５３名  就業率 ６０.０％ 

                  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

退会者  お疲れさまでした 

     女性 ２名 

会員入退会状況（９月分） 
 
入会者  よろしくお願いします 

     男性 １名 

就業相談のお知らせ（要予約） 
 

日時  １１月１９日（火）午後３～５時 

場所  八丈町役場第２会議室 

申込  お電話ください ２－４６６６ 

上記の日時の場合は予約が必要

ですが、何かありましたら随時事務

局までご連絡ください。 

賃 金 手 数 料 等 計

1 249 868,115 275,273 1,143,388

令和６年度派遣事業実績

受託件数 就業延日人員
契 約 金 額

６年度累計

事務局より  

来月の配分金支払日は、 

１１月１５日（金）です。 

 

システムの都合により１１時以降 

の振込になります。 

ご迷惑をおかけいたしますがよろ 

しくお願いいたします。 

 

…❊……❊……❊……❊……❊……❊……❊…
…❊……❊……❊……❊……❊……❊……❊


